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第１章 流域及び河川の概要 
（平井川の概要） 
多摩川の支川である平井川は、西多摩郡日の出町の最西端「日の出山」（標高902.3

ｍ）の東側山腹に源を発し、日の出町中心部付近より草花丘陵
くさばなきゅうりょう

と秋留
あ き る

台地
だ い ち

の間を東流

し、あきる野市平沢のJR五日市線鉄橋付近で多摩川に合流する流域面積38.2km2、流路延

長16.5㎞の一級河川である。その流域は細長い羽状形
うじょうけい

を呈し、東京都西部の日の出町、

あきる野市の2市町にまたがる。 

平井川の源流部は滝本沢と称し、日の出町松尾付近から平井川と呼ばれるようになる。

主な支川には、上流から北大久野川
き た お お く の が わ

（流路延長5.5km）、玉の内川
たまのうちかわ

（流路延長1.5km）、

鯉川
こいかわ

（流路延長3.0km）、氷沢川
ひ さ わ が わ

（流路延長1.1km）があり、いずれの支川も左岸より流

入している。 

平井川の源流域である日の出山は関東山地に位置し、秩父多摩甲斐国立公園
ち ち ぶ た ま か い こ く り つ こ う え ん

の指定地

内に属する。中・下流域は北側に草花丘陵、南側に秋留台地が広がり、その間を縫うよ

うに平井川は流下しており、河床勾配は 1/180 以上と比較的急流な河川である。 

平井川及び各支川の河道の状況については、線形は著しく蛇行しており、横断形は 1

割～5 分勾配の単断面形状で、平井川の一部で築堤河道となっているが、ほぼ掘込み河

道の形態である。川幅は、平井川で多摩川合流点から鯉川合流点で 50～60ｍ程度、鯉川

合流点から北大久野川合流点で約 30～50ｍ程度、それより上流部は 30～40ｍ程度で、4

支川の川幅は概ね 3～10ｍ程である。なお、河床材
かしょうざい

は、砂岩が大部分を占めているが、

下流部では草花丘陵の礫層
れきそう

に含まれる花崗岩
か こ う が ん

の礫がみられ、上流部には一部露岩してい

る箇所も見られる。護岸構造は、一部の箇所で自然河岸が残っているものの、大部分が

ブロック積みまたは石積み構造となっている。 

平井川流域は、かつて東京の数少ない農村地帯であったが、昭和 40 年頃から都区部

の人口余波を受け、都市開発の進展により山林、農耕地が市街化されてきた。 

一方、未だ自然地が流域の 6 割以上を占めていることから、平井川には、多様な生物

が生息するなど、豊かで清らかな流れを持った自然環境豊かな河川であり、都市域にお

いて貴重な河川である。 
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（歴史と由来） 
平井川の河川名の由来は“日の出山の山麓から発し、日の出町平井を通り、多摩川へ

落ちる。平井とはゆるやかな傾斜地にできた集落ということ”注）とあり、丘陵・台地部

の集落を縫うように流れるといった地形的な意味からきているとされる。 

平井川流域内には、羽ヶ田
ば ね が た

遺跡、南北小宮
なんぼくこみや

遺跡、草花遺跡、中高瀬
な か た か せ

遺跡など縄文時代

や弥生時代等の遺跡が数多く発掘されており、あきる野市瀬戸岡には約 40 基の古墳か

らなる瀬戸岡
せ と お か

古墳群がある。このようなことから、平井川流域は、1 万年前の縄文時代

草創期から平井川や支川、湧水地などの水場を中心に、人が住み集落が形成され、弥生

時代後期には稲作文化が発達するなど文化が継承された地である。 

注）日本全河川ルーツ大辞典（竹書房）から引用 

 
（地形・地質） 
平井川流域の地形は、上流域が山地、中・下流域が丘陵・台地に区分され、平井川の

沿川は河川低地である。中・下流域の左岸側は草花丘陵と接し、右岸側は秋留台地の一

端をなしている。なお、沿川に発達する河岸段丘の最上段の段丘面標高は、130m～150m

であり、平井川との比高差は 10ｍにも達する。 

地質は、上流部の山地や谷を形成する地層はそのほとんどが古生層と中生層であり、

その地層を形成する岩石は主に砂岩から成っている。草花丘陵は関東山地に広く分布す

る大荷田礫層
お お に た れ き そ う

と呼ばれる礫層で構成される。また、秋留台地は関東ローム層で覆われ、

その下に段丘礫層と呼ばれる砂礫層が分布する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図１－２ 平井川流域地形概要

図１－３ 平井川流域地質概要
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（気 候） 

平井川流域の気候は、比較的降雨量が多い山麓丘陵地域の気候区分であり、梅雨、台

風による出水が比較的多い地域となっている。流域近傍の青梅観測所と東京（大手町）

の平均値を比較すると、年平均気温で 2.5℃低く、年平均降水量では 9.2mm 少ない。一

方、月間降水量では 7 月～9 月は降水量が多い状況である。 

 

表１－１ 東京（大手町）の平均値との比較（昭和 52 年～平成 18 年） 

単位 気温：℃ 降水量：mm 

                        資料：気象庁東京管区気象台統計データ 
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図１－４ 青梅（気象庁）の気象状況（昭和 52 年～平成 18 年） 

資料：気象庁東京管区気象台統計データ 

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 年値

青　梅 2.6 3.4 6.7 12.5 16.9 20.4 23.9 25.2 21.4 15.8 10.3 5.2 13.7

東　京 5.9 6.3 9.2 14.6 18.8 22.2 25.7 27.2 23.7 18.4 13.4 8.6 16.2

差 -3.2 -2.9 -2.5 -2.2 -2.0 -1.7 -1.8 -2.0 -2.3 -2.6 -3.1 -3.4 -2.5

青　梅 42.9 46.8 91.1 99.9 110.1 156.7 184.4 230.0 231.9 172.0 82.1 33.2 1481.0

東　京 51.8 53.0 121.1 116.6 131.3 164.4 152.7 165.7 200.8 192.3 96.7 43.9 1490.2

差 -8.8 -6.2 -30.1 -16.6 -21.2 -7.8 31.7 64.3 31.1 -20.4 -14.6 -10.8 -9.2

平均気温

平　均
降水量

項　　目
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（人 口） 

平井川流域の人口は平成17年現在で約42,600人となっている。流域内の関連市町の人

口は、平成17年現在、あきる野市が約79,600人、日の出町が約16,000人であり、平井川

の中・下流域に位置するあきる野市の人口が大幅に伸びている。 

平井川流域における過去の人口の推移を見ると、農村地帯が形成されていた昭和40年

頃までは流域人口が約15,000人程度で推移していたが、昭和40年頃から土地利用状況の

変化とともに急速に増加し、現在微増傾向にある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１－５ 流域市町人口、流域人口経年変化 

注意：あきる野市の平成7年以前は、秋川市と五日市町の人口の合計値 

資料：平成 17 年度 国勢調査（日の出町及びあきる野市） 

 

（下水道） 

平井川流域のあきる野市・日の出町は、多摩川流域下水道の秋川処理区として位置づ

けられ、八王子の終末処理場で下水処理後、多摩川に放流されている。平成 17 年度末現

在の公共下水道の普及率はあきる野市で 87％、日の出町で 99％となっており、平井川流

域では約 88％である。 

 

表１－２ 下水道普及率 

市町村名 項　　　目 平成11年度 平成12年度 平成13年度 平成14年度 平成15年度 平成16年度 平成17年度

全体人口（人) 78,341 78,938 79,419 79,981 80,279 80,490 80,896

下水道普及人口（人) 58,430 62,175 64,242 66,270 67,066 68,852 70,021

普及率(％) 75% 79% 81% 83% 84% 86% 87%

全体人口（人) 16,583 16,466 16,336 16,242 16,071 15,944 15,877

下水道普及人口（人) 11,781 12,278 13,101 14,048 14,434 14,950 15,710

普及率(％) 71% 75% 80% 86% 90% 94% 99%

あきる野市

日の出町

 

注意：下水道普及人口は、各年年度末現在、全体人口は各年４月１日現在の(住民基本台帳人口＋外国人登
録人口)による人口である。 

資料：「平成 12～18 年版 東京都下水道局事業概要」東京都下水道局  
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（土地利用） 

平井川流域は山林が大部分を占めているのが特徴である。 

昭和 30 年代までは沿川に住宅が点在する程度であったが、首都圏に近い地理的条件

（都心から 40～60 ㎞圏）等により、昭和 40 年頃から市街化が進み、昭和 50 年代に入

ると平井川及び支川の沿川や畑地にも住宅が広く分布するようになった。平成に入って

からは供給処理施設（ゴミ処分場）が建設され、近年では圏央道・日の出インターチェ

ンジの供用開始(H14.3)に伴い、三吉野工業団地をはじめとして多くの工場が進出して

きている。 

現在(平成 14 年時点)の流域の土地利用は、山林が約 61%、市街地が約 22%である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１－６ 土地利用面積割合の経年変化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

図１－７ 流域の土地利用変遷図 
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第２章 河川整備の現状と課題 

第１節 洪水による災害の発生の防止又は軽減に関する事項 

平井川流域で浸水被害が発生した洪水は、東京地方で記録的な被害が発生した著名洪

水が主であり、被害が最も大きかった洪水は、昭和 41 年 9 月 24 日の台風 26 号で、床

上浸水 146 戸、床下浸水 3 戸の被害が発生している。また、昭和 22 年 9 月 8 日のカス

リン台風では、氾濫面積 33.9ha、床上浸水 6 戸、床下浸水 77 戸、昭和 33 年 9 月 26 日

の台風 22 号（狩野川台風）では、氾濫面積 20.3ha、床下浸水 94 戸の被害が発生した。 

表２－１ 平井川流域の主な被害状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注意：雨量値は、S22.9～S41.9 は大手町、S52.7 は青梅、S57.8 は八王子、その他は五日市の観測データ 

内水とは、局地的な集中豪雨や降雨が窪地的な地形、河川の水位上昇により、その地点で溜って

しまい浸水してしまうこと 
溢水とは、河川の流水や海水が堤防等を越えて溢れ出ること 

 
現在、東京都では、中小河川において、1 時間あたり 50 ㎜の降雨に対応できるよう、

流下能力の向上を図る河川改修を実施しており、平井川も昭和 58 年度より 50 ㎜改修に

着手している。 

この 1 時間あたり 50 ㎜の降雨に対して、平井川及び支川における現況の流下能力は、

氷沢川、鯉川、玉の内川、北大久野川の 4 支川では概ね安全に流下できる河川断面を有

しているが、平井川本川は、安全に流下できる河川断面を有していない箇所がある。ま

た、平井川及び支川とも比較的急流河川であるため、河床の深堀れや堤防破損などの被

災を数多く受けている。 

このため、当面の治水上の課題としては、平井川における時間雨量50mmの洪水に対す

る安全度の達成、護岸等の河川管理施設の機能維持対策、近年都市部に発生しているよ

うな異常豪雨への対策、都市化の進展に伴う流域での雨水の保水・遊水機能確保等とい

った総合的な治水対策への取り組み等が挙げられる。 

総雨量 時間最大 浸水面積 浸水棟数

(mm) 雨量(mm) (ha) (棟)

S22.9.8 カスリン台風 166.8 34.7 33.9 83 不明 不明

S33.9.26
台風22号

(狩野川台風)
444.1 76 20.3 94 不明 不明

S41.9.24 台風26号 235 30 1 149 不明 溢水･内水

S52.7.7 集中豪雨 25 20 0.5 4 あきる野市草花 内水

S52.8.17～19 集中豪雨 243.5 35 0.6 10 日の出町大久野
普通河川の
溢水､内水

S54.10.19 台風20号 219 47 1.6 16
日の出町大久野 、平井

あきる野市瀬戸岡、菅生、草花、平沢
内水

S57.8.1 台風10号 252 41 0.9 14
日の出町大久野 、平井
あきる野市草花、二宮

内水

S57.8.27 台風13号 46 25 0.1 1 あきる野市瀬戸岡 内水

S57.9.12 台風18号 283 34.5 0.7 10
日の出町大久野 、平井

あきる野市平沢
内水

S60.6.30～7.1 台風6号 181 32 0.1 6 日の出町萱窪 ､玉の内 内水

H11.8.13～14 熱帯低気圧 338 55 0.07 3 日の出町大久野、平井 内水

H14.8.2 集中豪雨 70 67 0.01 1 あきる野市瀬戸岡 内水

H16.10.9 台風22号 229 21 0.02 1 日の出町平井 内水

原　因年 月 日 気象名･水害名 水害箇所
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第２節 河川の適正な利用及び流水の正常な機能の維持に関する

事項 
 

（水 量） 

平井川の水量は、降水量に伴い増減するが、近年、維持傾向にある。また、流域内に

は、草花丘陵、秋留台地から数多くの湧水が確認されており、平成 15 年度現在、左岸

側 20 箇所、右岸側 12 箇所で確認され、平井川の貴重な水源の一つである。 

平井川における流水の正常な機能を維持するための流量としては、動植物の生息・生

育環境、景観、水質、農業取水等の水利用の観点からみると、下流域では概ね満足して

いるが、上流域では、冬から春にかけて伏流現象がおこるなど、著しく水量が減少して

おり、決して水量を満足しているとは言えない状況にある。また、今後の市街化の進展

に伴う保水・浸透域の減少により、さらなる河川水量の低下が懸念される。 

図２－１ 多西橋における流量と降水量の経年変化 
資料：昭和 61 年度～平成 17 年度 公共用水域及び地下水の水質測定結果（東京都環境局） 

       気象庁東京管区気象台統計データ（気象庁；青梅観測所） 

 

0.563

0.241
0.311

0.417

0.549

0.815

0.0

0.2

0.4

0.6

0.8

1.0

1.2

1.4

1.6

1.8

2.0

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13

縦断距離(km)

氷
沢
川

鯉
川

欠
上
ノ
沢

小
熊
沢

谷
ノ
入
沢

足
下
田
川

中
野
沢

玉
ノ
内
川

北
大
久
野
川

羽
生
沢

主な流入河川

細
尾
駐
在
所

羽
生
橋

落
合
橋

鹿
の
湯
橋

日
の
出
橋

多
西
橋

調
査
地
点

流
量

(ｍ
３
/
S
)

 
図２－２ 地点別年平均流量の縦断変化図 

資料：平成 1年度～平成 7年度 公共用水域及び地下水の水質測定結果（東京都環境局） 

平成 1年度～平成 7年度 区市町村・水道局 公共用水域の水質測定結果（東京都環境局） 
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（水 質） 

平井川の水質は、水質環境基準のＡ類型に指定されている。近年 10 ヶ年のＢＯＤ値

（生物化学的酸素要求量）は、下流の多西橋では年間を通じて環境基準を満足しており、

上流においても環境基準を概ね満足している状況である。この良好な水質を維持してい

る要因は、流域の良好な自然環境や多様な流れによる川本来の自浄作用、流域関連市町

の生活排水対策（平成 17 年度末の平井川流域内の下水道普及率は約 88%）が挙げられる。

一方、大腸菌群数については、依然、高い数値を示しており、生活排水や事業所からの

雑排水の処理が十分にされず、川へ流入していることが要因の一つとして挙げられる。 

平井川の豊かで清らかな水の流れを保全していくためには、河川周辺だけでなく、流

域全体で、排水対策の徹底や樹林地及び湧水の保全、緑化の推進を図っていく必要があ

る。 

表２－２ 平井川の環境基準点における水質調査結果  平成 17 年度平均値 
                  地 点 名 
項 目   多 西 橋 環境基準 

Ａ類型 
ｐＨ(水素イオン濃度) 8.1 6.5以上8.5以下 
ＤＯ(溶存酸素量) 11.6 mg/l 7.5 mg/l以上 
BOD(生物化学的酸素要求量) 0.7 mg/l 2 mg/l以下 
COD(化学的酸素要求量) 1.7 mg/l － 
ＳＳ(浮遊物質量) 1 mg/l 25 mg/l以下 
大腸菌群数 7,900MPN/100ml 1,000MPN/100ml以下 

 資料：平成 17 年度 公共用水域及び地下水の水質測定結果（東京都環境局） 
《参考》 
環境基準： 

水質汚濁に係る環境上の条件につき、人の健康を保護し及び生活環境を保全するうえで維持する

ことが望ましい基準（行政の目標基準） 
ｐＨ： 

水の酸性、アルカリ性を示す指標となるもので、ｐＨ＝７が中性，ｐＨ＜７で酸性，ｐＨ＞

７でアルカリ性。自然な状態で陸水のｐＨは７程度。 

ＤＯ： 

水に溶けている酸素の量。水生生物の生息に必要であり、値が大きいほど良好な環境。 

ＢＯＤ： 

水中の汚濁物質が微生物によって酸化分解される際に必要とされる酸素量をもって表したも

の。水の汚れの度合いを示す指標であり、値が大きいほど水質汚濁は著しい。水質環境基準

の代表的なもので、主に河川の有機性汚濁物質による水質汚濁指標として用いられている。 

ＣＯＤ： 

水中の汚濁物質を酸化剤で化学的に酸化するときに消費される酸素量を持って表したもの。

数値が大きいほど水質汚濁は著しい。 

ＳＳ： 

水中に浮遊して、溶解しない物質の総称である。値が大きい程、水の濁りが多いことを示す。 

大腸菌群数： 

一般に人や家畜などのふん便による水の汚染の可能性を知る指標で、大腸菌群数が多量に検

出された場合は、病原性細菌が存在する危険性もある。環境基準では確率論の最確数法によ

り測定することになっており、「MPN／100ｍl」で表す。 
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図２－３ 地点別年平均 BOD 値の縦断変化図(平成 13 年度調査結果) 

資料：平成 13 年度 公共用水域及び地下水の水質測定結果（東京都環境局） 
         平成 13 年度 区市町村・水道局 公共用水域の水質測定結果（東京都環境局） 
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図２－４ 環境基準点（多西橋）の BOD75％値の経年変化図 

      資料：平成 12 年度 公共用水域及び地下水の水質測定結果（総括編）（東京都環境局） 
         平成 13～17 年度 公共用水域及び地下水の水質測定結果（東京都環境局） 

《参考》 
ＢＯＤ75％値： 

ＢＯＤの測定結果が、環境基準に適合しているかどうかを評価する際、各月のデータが
年間 12 個ある場合、水質の良い順に並べて９番目の値を 75％水質値という。この値が、
基準値以下ならば環境基準に適合していると評価。 
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（河川水の利用） 
河川水の利用実態は、平成 18 年度現在、14 地点で水利権が設定されており、すべて

農業用水として耕地のかんがいに利用されている。水利権の受益面積は約 17ha、受益戸

数 182 戸、水利権水量 1.98m3/s となっている。 

また、平井川は支川を含めた全域で内水面漁業権（秋川漁業協同組合）の対象となっ

ており、対象魚種は、アユ、ニジマス、ヤマメ、コイ、フナ、ウグイ、ウナギ、オイカ

ワ、カジカの 9 種である。 

 

第３節 河川環境の整備と保全に関する事項 

（親水利用） 
親水利用としては、河川敷において、毎年正月に「平井川どんど焼き【さいの神】」、

灯籠流し、桜祭りが行われており、川沿いの散策など、地域の人々に親しまれている。

また、釣りやバードウオッチング、植物観察などに遠方から訪れる方も多く、人々に広

く利用されている。 

なお、平成 16 年 8 月には、「平井川こどもの水辺」が登録され、子どもたちが水辺で

賑わえる取組みが始められている。 

このように平井川は、人々の生活を支え、憩いややすらぎを与える貴重な空間となっ

ており、特に、未来を担う子どもたちにとって、河川環境と身近に触れ合える貴重な体

験学習の場としても、重要な役目を担っていかなければならない。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

どんど焼き【さいの神】                 沿川の桜並木 

 
 
 
 
 
 
 
 
         釣り             こどもの水辺による生物調査 
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（生 物） 

源流域は、瀬と淵が連続する自然豊かな水辺環境を有しており、渓流域に生息するヤ

マメ、ウグイ、清流を好むヘビトンボ、サワガニ、ゲンジボタルなどの生物が確認され

ている。上流域は、草の繁茂する砂利の多い河川敷や渓谷状の様相を呈する箇所もあり、

ウグイ、オイカワ、カワムツ(B 型)、ギンブナ、シマドジョウ、ホトケドジョウが確認

されている。また、樹林が河道を覆い湿地状況となっていることから、トウキョウサン

ショウウオやカジカガエルなどの貴重種も確認されているとともに、環境省が選定する

重要湿地 500 にも「多摩丘陵地帯の湧水地」として選定されている。中流域は、アユ、

ギンブナ、タモロコ、モツゴ、オイカワ、ギバチ、カマツカ、ジュズカケハゼ等の魚類

が確認され、水際部にはツルヨシ、クサヨシが帯状に群落を形成している。下流域は、

平瀬を中心とした礫質の河床で、アユ、ウグイ、オイカワ、カワムツ（B 型）、ギバチ、

ジュズカケハゼ等が確認され、広い河原にはツルヨシやオギなどの高茎草本、高水敷に

もツル植物が繁茂している。 

支川についても魚類の産卵及び生育の場所が豊富にあり、ヤマメの他にウグイやホト

ケドジョウ等の生物が確認されている。 

鳥類については、平井川を主な生息場とするカワセミ、カルガモ、セグロセキレイ等

がみられる。また、オオタカやノスリ等の猛禽類は、食痕が河川敷にて確認されるなど

平井川を生息域の一部としている。同様に近年生息が少なくなっているカヤネズミ、ト

ウキョウサンショウウオ、ゲンジボタル、ヘビトンボなども確認されている。 

このように、平井川には多様な生物が生息しており、この貴重な生物の生息・生育環

境を保っていかなければならない。 

一方、水生生物の生息・生育環境としては、平井川の河道には取水堰や落差工の河川

横断構造物が数多く存在している。このため、上・下流の連続性は損なわれてしまって

おり、水生生物が自由に行き来できる環境の改善や緑豊かな水際への再生を図っていく

必要がある。 
表２－３ 平井川生物確認種数 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

注意：確認種数は、種まで同定された生物の種数を示した。 

資料：平成 5 年度以降の河川水辺の国勢調査による。 

国 RED：「日本の絶滅のおそれのある野生生物－ﾚｯﾄﾞﾃﾞｰﾀｰﾌﾞｯｸ－」、「日本の絶滅のおそれのある野生生物のリス

ト－レッドリスト－」環境省 

都 RED：「東京都の保護上重要な野生生物種」の西多摩地域 東京都環境局 

分　類 種　別 目数 科数 種数 分　類 種　別 目数 科数 種数
確認種 55 116 695 確認種 4 6 11

国RED+都RED 9 9 9 国RED+都RED 2 2 2
国RED 1 1 1 国RED 0 0 0
都RED 9 9 9 都RED 2 2 2
確認種 11 27 62 確認種 1 2 5

国RED+都RED 2 3 7 国RED+都RED 1 1 2
国RED 2 3 5 国RED 0 0 0
都RED 2 3 5 都RED 1 1 2
確認種 2 6 10 確認種 7 10 29

国RED+都RED 2 4 4 国RED+都RED 5 7 10
国RED 1 1 1 国RED 4 4 4
都RED 2 4 4 都RED 5 7 10
確認種 17 226 993 確認種 18 53 137

国RED+都RED 4 5 6 国RED+都RED 3 4 9
国RED 1 1 1 国RED 1 1 2
都RED 3 4 5 都RED 2 3 7

両生類 魚　類

陸　上
昆虫類

底生生物

植　物 哺乳類

鳥　類 爬虫類
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（景 観） 

平井川には河川が本来有する良好な景観が数多く形成されている。 
上流部の諏訪下橋付近では、渓谷となっており、眼前に崖状の地形が迫り、両岸は樹

木によって上空の空間が覆われ、外界と隔離された静寂な様相を呈している。 
中流部から下流は、周辺部も視野に入り込む、開放的な空間となり、遠景として周辺

の山並みや水田、樹林地、住宅地が展開するなど開けた景観となっている。 

特に、於奈淵堰
お な ぶ ち ぜ き

（平井橋）においては、堰と露出した岩盤が滝となって、両岸の生い

茂った樹木と一体となった景観は絶景である。 

その良好な景観や自然環境に配慮し、整備を行う際には木工沈床などの伝統工法を採

用している。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

諏訪下橋より上流の景観 

於奈淵堰の景観 

千石橋より下流の景観 

南小宮橋上流の景観 
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第３章 河川整備計画の目標に関する事項 

（東京の中小河川の将来像） 
東京の中小河川は、様々な都市機能が集中する首都“東京”を支える基盤として、洪

水などの災害から都民の生命や財産などを守る大きな役割を担っている。そのため、将

来的には流域全体で概ね 50～100 年に 1 回程度の確率で発生する降雨に対応できるよう

治水水準の向上を図り、都民が安心して生活できる川をめざしていく。 

さらに、各々の川がそれぞれの地域に活きていることを踏まえ、その地域の個性を活

かしたものとするため、地域の人々の協力を通して、「地域に活きた親しめる川の復

活」を進め、望ましい川の姿を実現していく。 

 

（計画の基本理念） 

平井川は、東京都の中小河川において、川が本来有する自然形態を良好に残している

川である。このため、川の特徴を十分勘案し、治水対策の推進とともに、水環境および

空間環境を適正に保全・再生する後世に残せる川づくりを実施し、自然と流域に暮らす

人々との共生を目指していくものである。 

 

第１節 計画対象区間及び計画対象期間 

（計画対象区間） 
本河川整備計画の対象区間は、河川の維持管理を含めて法定河川全川とする。 
 

表３－１ 河川整備計画対象区間 
河川名 上流端 下流端 延長 

平井川 
日の出町大字大久野字松尾地内 
（松尾橋付近） 

あきる野市草花字下モ川原地内 
（多摩川合流点） 

16.5km 

氷沢川 
あきる野市草花地内 
（橋場橋付近） 

あきる野市草花地内 
（平井川合流点） 

 1.1km 

鯉川 
あきる野市菅生地内 
（菅生高校入口橋付近） 

あきる野市菅生地内 
（平井川合流点） 

 3.0km 

玉の内川 
日の出町大字大久野地内 
（地蔵橋） 

日の出町大字大久野地内 
（平井川合流点） 

 1.5km 

北大久野川 
日の出町大字大久野地内 
（ぐみ窪橋） 

日の出町大字大久野地内 
（平井川合流点） 

 5.5km 
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（計画対象期間） 
本河川整備計画の対象期間は、概ね 20～30 年とする。 

なお、洪水防止軽減水準の向上状況、流域の社会状況、自然状況などの変化や新たな

知見、技術の進捗等により、対象期間内であっても必要に応じて本計画の見直しを行っ

ていくものとする。 
 
 

第２節 洪水による災害発生の防止又は軽減に関する事項 

洪水に対して安心できる川づくり、地域づくりを目標に、当面は洪水被害をもたらす

恐れがある 1 時間あたり 50mm の降雨に対して、河道の整備を行い、洪水流量（以下、

整備計画目標流量）を安全に流下させることを目標とする。なお、目標流量の設定にあ

たっては、流域の土地利用状況や河道状況等、平井川流域の流出特性を踏まえた流量と

する。 

さらには、流域の保水・遊水機能を適切に確保する等、総合的な治水対策により、洪

水被害の拡大を防止する。また、整備途上段階における現況能力以上の洪水や超過洪水

に対しては、流域自治体とともに降雨及び水位などの情報提供を密接に行い、住民の安

全な避難行動や地域防災活動を支援し、洪水被害を軽減する。 

永沢川、鯉川、玉の内川、北大久野川の 4 支川については、現況の自然環境の保全に

努めるとともに、必要に応じた適切な維持管理や災害対応策等を実施し、治水上の安全

を確保することを目標とする。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図３－１ 計画流量配分図 
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第３節 河川の適正な利用及び流水の正常な機能の維持に関する事項 

平井川は農業用水や子どもたちの遊び場を提供するなど、人々の生活を支え、憩いや

うるおいを与えてきた。今後も自然と人々が共生しあえる豊かな水環境の保全・創出を

目指す。 
また、流水の正常な機能を維持するためには、樹林地の保全、湧水の保全、緑化の推

進、雨水浸透施設の設置等により、流域の保水機能の保全・復元を図っていく必要があ

る。このため、地域住民や関係機関等が一体となった取り組みを目指していく。 
なお、平井川における流水の正常な機能を維持するため必要な流量の設定に努める。 
 

第４節 河川環境の整備と保全に関する事項 

平井川は、東京都で数少ない豊かな自然環境を有した貴重な河川であり、生息してい

る多様な生物は、現存の瀬・淵などの多様な水辺と良好な水質により、育まれている。

この河川環境を次世代に引継いでいくことは非常に重要である。このため、地域住民や

関係機関等と十分に連携を図り、平井川がもたらす豊かな自然環境の確保に取り組んで

いく。 
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第４章 河川の整備の実施に関する事項 
（河川整備にあたっての前提） 
平井川には、多様な生物が生息・生育しており、人々も憩いややすらぎを得られる場

である。このため、整備にあたっては、水生生物調査等の環境調査や地域ニーズの反映

を十分に行い、生物の生息・生育環境を出来る限り保全及び再生した上で、人々が親し

める水辺空間の創出や洪水を安全に流下させる施設の整備・維持管理手法を採用する。 
 

第１節 河川工事の目的、種類及び施行場所並びに当該河川工事の施

行により設置される河川管理施設の機能の概要 
 
（河川工事の目的、種類及び施行の場所） 
（１）洪水による災害の発生又は軽減に関する事項 

平井川において、整備計画目標流量を安全に流下できない箇所について、現況河道の

拡幅、河床掘削など所定の流下能力を確保する対策を実施する。 

農業用水としての取水が行われている箇所においては、施設管理者と協議の上、堰等

を改築又は撤去、新設する。 

 

（２）河川環境の整備と保全に関する事項 
河川環境の整備にあたっては、多様な生物の生息・生育環境、人々の利用、景観等に配

慮し、河床や水際部の多様性を保全・創出するためゾーニングを行い、緑豊かな河岸や水

際の植生などの再生が可能な自然に近い川づくりを実施していく。更に、自然環境をあま

り改変しないよう、極力、現況の河道形状を尊重し、生物の生息・生育環境に配慮した工

法・材料等による河岸づくり、瀬や淵のある多様性に富んだ流れの保全・創出など、川本

来の姿を最大限活かす工夫を行う。 

また、沿川の良好な河畔林が存在している箇所などは、現有の自然環境を保全・再生

する。特に、諏訪下橋～羽生橋間の渓谷部や於奈淵堰付近については、河川とその周辺

が一体となって良好な環境を醸し出していることから、現況河岸及び周辺の詳細な調査

を実施し、洪水流による影響、河道法面の安定性などの検討を行い、自然環境が存続す

るような配慮を行う。 
なお、堰や落差工等の河川横断構造物は、魚道の設置及び改良を行い、上下流の連続

性を図っていく。さらに、河川と周辺環境との横方向の連続性にも配慮し、人々が水辺

に親しめる場の創出及び生物の移動にも配慮できるような整備を関係機関とともに検討

していく。 
一方、既に改修された区間においても、一様にコンクリートブロックで整備され、河床

も単調で植生が乏しい等の河川環境上好ましくない箇所については、可能な限り緑豊かな

水際の再生や護岸の緑化などの整備を図っていく。なお、河床低下により堰や落差工の魚

道が機能を果たせなくなっている箇所については速やかに改良を図っていく。 
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（河川工事の施行により設置される河川管理施設の機能の概要） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図４－２ 代表断面図 

断面 A 代田橋～日の出橋 

断面 B 日の出橋～千石橋 

断面 C 鹿の湯橋～諏訪下橋 

断面 D 羽生橋～堀口橋 
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第２節 河川の維持の目的、種類及び施行の場所 

（河川の維持の目的） 

河川の維持管理にあたっては、洪水による災害の防止又は軽減、河川の適正な利用、

流水の正常な機能の維持、河川環境の保全等の観点から、河川の機能が十分に発揮され

るよう適切な維持管理を行うこととする。 
 

（洪水による災害の発生の防止又は軽減に関する事項） 

（１）護岸等の河川管理施設について、洪水等に対する所要の機能が発揮されるよう、

巡視、点検等により状況を把握するとともに、補修、更新等の必要な対策を行う。 
 

表４－１ 洪水による災害の発生の防止又は軽減に係わる主な河川管理施設等 
主な河川管理施設等 河川名（施設名） 

護岸等(護岸、河川管理用通路等) 計画対象河川のうち当該河川管理施設の設置区間 

 
（２）対策については、伝統工法で施工するなど生態系や景観に配慮する。 
（３）河道内に堆積した土砂については、環境上の影響にも配慮したうえで、河道断面

維持のため適正に掘削、浚渫を行う。 
（４）河川敷地内の草木については、在来植生を保全しつつ、流下阻害の無いように適

正に管理する。除草の時期や方法については、生態系にも配慮して決定する。 
（５）洪水時の的確な水防及び警戒避難に資するため、水防災総合情報システムや各観

測施設による気象情報、雨量、水位等リアルタイム情報や水防上注意を要する箇

所についての情報を水防管理者や地域住民に周知するとともに、水防訓練を実施

するなど、関係者と連携して情報提供体制等の充実を図る。 
（６）洪水・地震等の発生により護岸等の河川管理施設が被災した場合には、迅速かつ

的確に復旧対策を行う。 
 

（河川の適正な利用及び流水の正常な機能の維持、並びに河川環境の保全に

関する事項） 

（１）水量・水質の調査を関係機関と連携して定期的に実施し、現状を把握するととも

に、生活排水に関する啓発活動、ゴミの清掃等の河川浄化行動等、地域及び関係

機関と連携協力を図ることで、水量・水質の保全に努めていく。 
（２）良好な河川環境の保全及び創出を果たしていくには、「河川水辺の国勢調査」等

の調査結果を基に、生物の生息・生育環境、景観、親水機能、水質に配慮した維

持管理方針を明確にし、十分に整備後のモニタリングを行い、河川の特性に即し

た更なる改良や今後の河道整備へのフィードバックを図る。 
（３）河川環境及び親水施設等の維持管理を十分に実施していくには、地域及び関係機

関と有機的に連携を図りながら、適正に維持管理していく。 
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第５章 河川情報の提供、地域や関係機関との連携等に関する事項 

第１節 河川情報の提供に関する事項 

洪水による被害を最小限にとどめるため、インターネットや携帯電話による雨量、水

位等の洪水情報の提供・充実、警戒避難態勢の充実、防災教育など、関係機関と連携し

てソフト対策を推進する。 
また、多様化する市民の高いニーズに応えるため、治水のみならず、河川に関する

様々な情報についてインターネットや各種印刷物で提供したり、河川愛護月間などの取

り組みを推進するなどの広報活動により、河川の整備及び河川愛護に広く理解が得られ

るよう努める。 
 

第２節 地域や関係機関との連携に関する事項 

（情報、意見の交換） 

「地域に活きた親しめる川づくり」を目指し、流域住民や市民団体、流域自治体で構

成されている「平井川流域連絡会」において、河川の整備、維持管理について情報や意

見の交換並びに提案事項により、地域の意向反映に努めるとともに、河川に対する市民

と行政の共通認識を醸成し、良好なパートナーシップの形成に努める。 

 

（河川愛護活動） 

河川愛護月間等の河川美化運動を通じて、市民にゴミの持ち帰りやマナーの啓発、河

川美化運動などに取り組む市民ボランティア団体に対して流域自治体や関係機関と連携

を図り支援の充実に努める。 

また、河川愛護活動や維持管理に関する活動を NPO 等の団体と協働して実施し、広く

市民の河川愛護意識を高め、市民参加を推進していく。 

 

（総合的な学習） 

子どもたちの体験活動には、平井川は優れた自然体験の場であり、既に平井川の一部

区間では「平井川こどもの水辺」に登録され、地域における子どもたちの水辺を活用し

た体験学習や環境学習などの活動が行われている。今後も地域の小中学校を始めとした

関係機関や地域と連携し、フィールドの情報提供を行い、活動を支援していく。 
 

（水質事故への対応） 

水質事故について、関係機関と連携して被害の拡大防止、速やかな原状回復に対応す

る。 

 

（広域防災機能） 

震災・火災時の防火用水として、関係機関と連携して、流域河川の有効利用に努め、
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地域の防災機能の強化を支援する。 

 

（多摩川流域協議会） 

多摩川流域においては、国土交通省が中心となり関係 34 行政により、「多摩川流域協

議会」を設立している。 
協議会においては、豊かでうるおいのある多摩川水系を次の世代に継承することを目

的に、多摩川流域を博物館と捉えて環境学習などを進める「多摩川流域リバーミュージ

アム」と多摩川水系の有すべき水量について考える「多摩川水流実態解明プロジェク

ト」を実施しており、今後も協議会の事業として連携して取組んでいく。 
 

第３節 健全な水循環系の構築に向けて 

東京都では総合的な治水対策として、都内市区町村と連携して「東京都総合治水対策協

議会」を設置し、雨水流出抑制施設としての貯留・浸透施設の設置について各開発事業者

に対して協力の依頼を行っている。また、市民の関心を高め、協力を得るために施設見学

会などＰＲ活動を実施している。 
今後は、これまで進めてきた総合的な治水対策を一層強化するため、河川・下水道等の

治水施設の整備をこれまで以上に相互に連携を図りながら進めるとともに、開発にあたっ

ては、降った雨をできるだけその場に貯留・浸透させ、地下水涵養や河川の流量の回復等

にも寄与するよう、望ましい水循環の形成を推進する。 
このような施策の推進を図るため、東京都における新たな総合治水対策の方針となる

「東京都総合治水基本計画（仮称）」を策定し、各関係機関や開発事業者、市民に対して

も計画を広く周知し、積極的に協力を依頼する。 
 




